
㊿

ふ
る
さ
と
栗
山
の
未
来
に
貢
献
す
る
た
め
邁
進

　

本
年
度
、
一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
直
前
理
事
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
松
原
輝
和
で
す
。

　

昨
年
度
は
、

理
事
長
と
し
て

多
く
の
方
々
の

支
え
も
あ
り
、

「
雪せ

っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う
は
く

中
松
柏
～

日
々
新
た
に
行
動
す
る
青
年
で
あ
れ
！

～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
無
事
に
職
務

を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栗
山
Ｊ
Ｃ
が
先
輩
方
よ
り
引
き
継
い
で

き
た
夕
張
川
関
連
事
業
で
、
地
域
住
民
や

栗
山
町
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
町
村
の
皆

さ
ん
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員

会
の
高
橋
慎
さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
ご
協

力
に
よ
り
昨
年
４
月
、
栗
沢
頭
首
工
に
魚

道
「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」
が
完
成
、
９
月

に
は
魚
道
で
シ
ロ
ザ
ケ
の
遡
上
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
、
今
ま
で
の
運
動
・
事
業
に
一

定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
活
動
が
国
な
ど
か
ら
も

認
め
ら
れ
、
公
益
財
団
法
人
河
川
財
団
主

催
の
平
成
27
年
度
川
づ
く
り
団
体
全
国
事

例
発
表
会
で
、
関
係
各
位
を
代
表
し
て
、

蛯
名
勇
人
理
事
長
が
、
今
ま
で
の
取
組
事

例
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
協
青
年
部
・
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
・

栗
青
協
と
の
交
流
事
業
、
老
舗
ま
つ
り
と

の
共
催
と
夏
の
単
独
開
催
に
よ
る
く
り
や

ま
マ
ル
シ
ェ
、
秋
に
は
道
央
地
区
で
活
動

す
る
市
町
村
Ｊ
Ｃ
関
係
者
を
栗
山
町
に
招

い
て
の
「
道
央
エ
リ
ア
大
会
」
の
開
催
、

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
朝

ま
で
語
り
合
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
・

苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
多
く
の
事
業
が
で

き
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、
関
係
各
位
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

全
て
が
成
果
で
あ
り
、
全
て
が
成
長
の

糧
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議

所
の
委
員
長
職
を
拝
命
し
、
出
向
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
元
栗
山
か
ら
は

離
れ
て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
未

来
に
貢
献
す
る
た
め
、
一
年
間
精
い
っ
ぱ

い
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
で
は
、
離

職
者
な
ど
の
求
職
者
向
け
「
介
護
に
関
す

る
学
科
お
よ
び
実
技
」
の
訓
練
を
行
い
、

「
介
護
福
祉
士
」
を
目
指
す
２
年
間
の
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
い
、
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方

◆
応
募
方
法

　

入
学
願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張
に

あ
り
ま
す
。

※
必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受

け
る
こ
と

◆
応
募
期
間　

３
月
10
日
㈭
ま
で

◆
募
集
定
員　

15
人

◆
訓
練
期
間

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
２
年
間

◆
自
己
負
担
額　

　

21
万
円
（
１
年
次
11
万
円
、
２
年
次

10
万
円
）

◆
訓
練
担
当
機
関

　

北
海
道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

◆
訓
練
実
施
場
所

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
選
考
日　

３
月
22
日
㈫

◆
選
考
場
所

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
試
験
科
目　

作
文
、
面
接
試
験

◆
問
い
合
わ
せ

◇
応
募
資
格
、
応
募
方
法
に
関
す
る
こ
と

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　

☎
０
１
２
３
（
５
２
）
４
４
１
１

◇
不
明
な
点
に
関
す
る
こ
と

　

北
海
道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
１
１
（
７
８
１
）
０
５
５
９

◇
詳
細
な
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
必
要
経

費
に
関
す
る
こ
と

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

☎
�
６
０
６
０

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
委
員
と
と
も

に
、
住
民
の
代
表
と
し
て
制
度
運
営
に
関

わ
る
重
要
事
項
の
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

道
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
夜
間
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
会
議
（
年
３
回
程
度
）
に
出
席
す

る
こ
と
が
可
能
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
な
ど
を
除
く

◆
応
募
方
法

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

定
め
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
小
論
文
（
テ
ー
マ
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
現
状
と
課
題
）と
と
も
に
、

申
込
先
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お

よ
び
市
町
村
窓
口
に
あ
る
応
募
要
領
を

参
照

◆
応
募
期
間

　

４
月
28
日
㈭
ま
で

◆
募
集
定
員　

５
人

◆
任　
　

期

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま

で
の
２
年
間

◆
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
、
小
論
文
お
よ
び
応
募

用
紙
の
記
載
内
容
を
総
合
的
に
判
断
し

て
選
考
し
ま
す
。

◆
報
酬
な
ど

　

運
営
協
議
会
に
出
席
し
た
場
合
に
は
報

酬
（
１
日
に
つ
き
５
０
０
０
円
）
お
よ

び
旅
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

◇
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

　

℻
０
１
１
（
２
１
０
）
５
０
２
２

　

〒
０
６
０
‐
０
０
６
２

　

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目

　

国
保
会
館
６
階　

◇
町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

　
☎
�
７
５
０
８

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
気
軽
に
祭
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審

査
す
る
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
条
件

①
祭
り
の
理
念
や
募
集
要
綱
に
賛
同
し
、

真
剣
に
演
舞
を
審
査
で
き
る
方

②
平
成
28
年
６
月
の
時
点
で
中
学
生
以
上

の
方

③
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

④
６
月
11
日
㈯
と
12
日
㈰
の
指
定
さ
れ
た

時
間
（
い
ず
れ
か
１
日
）
に
審
査
可
能

な
方

※
第
25
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
市
民
審
査
員
募
集
要
綱
を
参
照

◆
応
募
方
法　
　

①
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

　

http://w
w

w
.yosakoi-soran.jp/

②
応
募
用
紙
を
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
、
実
行
委
員

会
に
連
絡
の
う
え
取
り
寄
せ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

あ
る
い
は
郵
便
で
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
期
間 

　

４
月
22
日
㈮
ま
で
（
締
切
日
必
着
）

※
抽
選
結
果
の
通
知
は
５
月
上
旬
を
予
定

◆
募
集
定
員

　

全
１
３
０
人
（
予
定
）　

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

◆
審
査
の
日
程 

◇
月
日

　

６
月
11
日
㈯
と
12
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１

日
の
み

◇
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
中
で

３
時
間
程
度

◇
場
所

　

大
通
公
園
周
辺

◆
応
募
用
紙
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

　

℻
０
１
１
（
２
３
３
）
４
３
５
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

shinsa@
yosakoi-soran.jp

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

介
護
福
祉
士
確
保
の
た
め
に

離
職
者
向
け
「
介
護
福
祉
士
養
成
科
」
訓
練
生
募
集

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合  

運
営
協
議
会
委
員
募
集

人
々
に
愛
さ
れ
る
祭
り
に
す
る
た
め
に

第
25
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り  

市
民
審
査
員
募
集
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　女優の白石美帆さんが南空知 4 町（栗山町・由仁町・長
沼町・南幌町）を訪れ、首都圏に観光や移住・定住の情報
発信をする特別番組の収録が、2 月 2 日と 3 日の両日に行
われました。
　栗山町では、昨年移住した八巻さんご夫妻と北の錦記念
館の見学やスノーシューでの湯地の丘散策、八巻さんご夫
妻と 8 年前に移住した谷内さんご家族を囲んで懇談する様
子などを撮影しました。
　景色の素晴らしさや地元の人たちの温かさ、夫婦の絆が
感じられ、北海道、そして栗山町の魅力が再発見できる内
容になっています。
　収録された映像は、下記の日程で放映される予定です。

3/20 ㈰  12:00 ～ 12:55( 道内 )HTB  6 ﾁｬﾝﾈﾙ

3/21 ㈪  19:00 ～ 19:55( 全国 )BS12  ﾄｩｴﾙﾋﾞ

白石美帆が行く！北海道  笑顔の里を巡る旅
民間放送を活用したプロモーション事業

ファイターズ戦にご招待

北海道日本ハムファイターズ
HOKKAIDO NIPPON-HAM FIGHTERS

　申込方法
　球団公式サイトにアクセスし、所定の申込フォーム
に必要事項を入力して送信
※パソコンアドレス
　http://www.fighters.co.jp/kansen
※スマートフォン・携帯電話
　下記のＱＲコードにアクセス

　申込締切　3 月 29 日㈫

　その他
①当選者の方でＳ指定席、Ａ指定席などを希望される

場合は、試合当日にチケット引き換え場所で座席変
更を受け付けします。（有料・席数限定あり）

②応募いただいた個人情報は、株式会社北海道日本ハ
ムファイターズが適切に管理し、本件を含むチケッ
ト関連のダイレクトメールやアンケートなどによる
案内以外には利用されません。

③当選有無に関する問い合わせはお受けできません。
　問い合わせ　
　北海道日本ハムファイターズ　お客様センター
　☎ 011（857）3939

※ＱＲコードは「株式会社デンソーウェーブ」の
登録商標です。

４月 20 日㈬
埼玉西武ライオンズ戦

18：00 ～

栗山町民応援デー
熱い応援で

ファイターズに

勝利を！

北海道日本ハムファイターズでは、４月 20 日㈬午後 6 時か
ら札幌ドームで開催される埼玉西武ライオンズ戦のＣ指定席
に町内にお住まいの方 50 組 100 人をご招待します。
※応募多数の場合は抽選となります。

50組

100
人を

　南空知４町（栗山町・由仁町・長沼町・南幌町）では、
交流人口の拡大や移住・定住の促進など、南空知４町の知
名度を向上させる取り組みとして、今年度から３年間、「南
空知４町地域連携事業」を実施します。
　平成 27年度は、右記の３つの「知名度向上推進事業」を、
各町が分担して実施しています。

★南空知４町地域連携事業★

民間放送を活用したプロモーション事業
　南空知４町の観光や移住・定住などの情報
を発信するテレビ特別番組を放映。

【由仁町が担当】

航空会社を活用したプロモーション事業
　日本航空株式会社（ＪＡＬ）国内線機内誌
「ＳＫＹＷＡＲＤ（３月号）」への南空知４町
広告掲載、羽田空港国内線ラウンジでの特産
品試食、知名度アンケートを実施。

【栗山町が担当】

広域観光案内パンフレット等作成事業
　南空知４町を紹介するポスターと観光案内
パンフレットを作成。

【南幌町が担当】

南空知４町

　   首都圏に向けて魅力発信！
(c)H.N.F.

(c)H.N.F.
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町
で
は
、
日
曜
大
工
な
ど
で
発
生
す
る

次
の
廃
棄
物
を
、
４
月
１
日
よ
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
お
よ
び
粗
大
ご
み
、
自
己
搬

入
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
搬
入
の
際
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
町
環
境
政
策
課
ま
た
は
継
立
出
張

所
の
窓
口
で
許
可
書
を
受
け
取
っ
た
後
、

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
廃
棄
物
の
種
類
】

　

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
（
発
砲
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
系
断
熱
温
材
）、
塩
ビ
管

　
指
定
の
ご
み
袋
は
、「
炭
に
で

き
な
い
ご
み
（
緑
色
）」
で
す
。

　

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

他
の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で
、
そ
れ

だ
け
を
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
は
家
庭
の
ご
み
で

す
。
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
産
業
廃
棄
物

と
し
て
適
正
に
処
理
願
い
ま
す
。

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

 スタイロフォームなどを回収します

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
で
進
め
ら
れ

て
い
る
焼
却
施
設
建
設
候
補
地
に
「
千

歳
市
根ね

志し

越こ
し

」
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
選
定
結
果
に
関
す
る
住

民
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
町
民
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ「
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
だ
よ
り
」
に
選
定

結
果
に
関
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

３
月
25
日
㈮　

午
後
６
時
か
ら

○
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

　

大
ホ
ー
ル

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

焼
却
施
設
建
設
候
補
地
選
定
結
果

に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催

　

国
の
法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
で
は
、

大
き
さ
や
室
内
外
犬
を
問
わ
ず
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予

防
接
種
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
犬
の
登
録

　

登
録
し
た
犬
に
は
「
鑑
札
（
犬
の
情
報

や
飼
い
主
を
識
別
す
る
も
の
）」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

○
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

　ストレスや運動不足
は、犬が吠える原因にな
ります。運動やしつけを
十分に行い、鳴き声など
で近所に迷惑をかけない
ようにしましょう。

散歩やしつけをしましょう

○
再
交
付
手
数
料　

１
６
０
０
円

※
登
録
は
生
涯
一
度
の
み

　
狂
犬
病
の
予
防

　

登
録
し
た
犬
は
、
特
別
な
理
由
が
な
い

限
り
毎
年
予
防
接
種
を
行
い
、
接
種
さ
れ

た
犬
に
は
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
同
様
に
外
れ
な

い
よ
う
取
り
付
け
、
無
く
し
た
り
壊
し
た

場
合
は
、
再
交
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
町
で
行
っ
て
い
る
集
団
接
種
で
は
、
各

会
場
で
注
射
後
に
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
町
外
の

動
物
病
院
で
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
接

種
後
病
院
よ
り
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
証
明
書
を
持
っ
て
町
へ
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
交
付
手
数
料　
　
　

５
５
０
円

○
再
交
付
手
数
料　
　

３
４
０
円

　
書
類
の
届
け
出

　

次
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
の
連
絡
可
）

◎
登
録
犬
が
死
亡
し
た
場
合
（
死
亡
届
）

◎
登
録
犬
が
町
外
に
転
出
し
た
場
合
（
変

更
届
）

※
新
住
所
地
の
窓
口
へ
本
町
の
鑑
札
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
０
円
）

◎
登
録
犬
が
町
内
に
転
入
し
た
場
合
（
変

更
届
）

◎
登
録
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

（
変
更
届
）

※
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
が
町
外
の
場
合

は
、
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
地
の
窓
口

で
変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
犬
が
け
が
を
さ
せ
た
場
合
（
犬
の

加
害
届
）

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【届出先・問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510
　Fax 73-2266

　自宅敷地内で排せつを済ませてから散
歩などに出るようにしつけ、公共の場所
や他人の家の前などで排せつをさせない
ようにしましょう。敷地外でオシッコを
した場合は、水で洗い流すようにしましょ
う。また、フンをしたときは、必ず持ち
帰り処理しましょう。

フンは必ず持ち帰りましょう

　飼い犬は、必ず鎖でつないで飼いましょ
う。また、首輪や鎖は定期的に点検し、
万が一逃げ出した時も飼い主が分かるよ
うに、鑑札や名札を首輪などの見えると
ころに外れないように必ず取り付けま
しょう。（無くしたり壊した場合には、再
交付が必要になります）

放し飼いはやめましょう

　飼い犬が逃げ出したときは、すぐに連
絡をしましょう。また、鎖がつけられて
いない犬を見つけたときは、犬を保護し
ますので連絡してく
ださい。

犬が逃げたときは連絡しましょう

飼
い
主
の
義
務
で
す
！

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防

飼育マナーを守りましょう

重
要
！

ご家庭の

な
ぜ
、
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
は
他
の
ご
み
と
混
ぜ
て
出
す

と
い
け
な
い
の
？

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

他
の
ご
み
と
処
理
方
法
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
理
を
行
え
る
会

社
に
処
理
を
委
託
す
る
た
め
で
す
。

炭
に
で
き
な
い
袋(

緑
色)

に
入

ら
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
？

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

細
か
く
切
っ
て
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
袋
に
入
ら
な
い
場

合
は
、
粗
大
ご
み
ま
た
は
自
己
搬
入
ご
み

と
し
て
町
環
境
政
策
課
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。古

く
な
っ
た
物
置
を
自
分
で
解

体
し
ま
す
。
そ
の
際
に
出
る
ス

タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
廃
材
も
町
で
回

収
可
能
と
な
る
の
？

ご
自
分
で
解
体
し
た
ス
タ
イ
ロ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
廃
材
は
、
分

別
を
行
う
こ
と
で
自
己
搬
入
は
可
能
に
な

り
ま
す
が
、
町
で
は
受
け
入
れ
で
き
な
い

廃
材
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
町
環

境
政
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す



　栗山高校の「生活と福祉」を選択する 3 年生 19 人
が 1 月 26 日、同校で福祉学習を行いました。講師に
公益財団法人北海道盲導犬協会の西川依

よ り こ

子さんと盲導
犬（ラブラドルレトリバー）のロンを招き、視覚障が
いと盲導犬について学習。生徒は、視覚障がい者の移
動手段や盲導犬になるまでの訓練内容などの説明を受
け、盲導犬ロンとの歩行体験では、机やイスの場所を
教えてくれたり障害物をよけたりするロンの行動に驚
いていました。

覚障がいと盲導犬に学ぶ
栗山高校福祉学習視

域で支え合うまちづくり
ケアラーサポーター訪問事業地

　町社会福祉協議会で、1 月 21 日から「ケアラーサポー
ター訪問事業」をスタートさせました。この事業は、「ケ
アラーサポーター養成研修」を修了した方が、一人暮
らしの高齢者世帯やケアラー（無償の介護者）などを
訪問するものです。この日、訪問したのは土田清美さ
んと永井貞子さん。2 人は、山崎武さんご夫妻（中里）
ほか 2 件を訪問し、「命のバトン」に入っている安心
カードの内容確認や心配事の相談などを行いました。
今後も、毎週火曜日と木曜日に訪問する予定です。

　栗山中学校で 1 月 26 日から 3 日間、普通救命講習
が行われました。消防署の救命救急士が講師となり、
2 年生 96 人が応急手当の基礎を学びました。応急手
当や救命処置の基礎知識をまとめた DVD を視聴した
後、3 つのグループに分かれて人形を使った実技講習
を実施。人工呼吸は空気が漏れないようにしっかり鼻
をつまむことや、心臓マッサージでは肘をまっすぐ伸
ばして両手で胸を圧迫させることなどの指導を受けな
がら、全員が心肺蘇生法を体験しました。

急手当の知識と技術学ぶ
栗山中学校で普通救命講習応

　栗山町産クリを使った菓子の試験販売が 2 月 5 日
と 6 日の両日、まちの駅「栗夢プラザ」で行われまし
た。昨年に続いて 2 回目。会場には町産クリのブラン
ド化を目指す「北のくりやま栗づくり協議会」が栽培
したクリを使った商品がずらり。買い求める客が長い
列を作りました。くりやま栗パウンドケーキとマロン
グラッセ風和菓子「栗山町の渋皮煮」を購入した長谷
川友希さんは「町内でとれたクリを味わうのが楽しみ」
と話していました。

年も大好評
栗山のクリ菓子試験販売今

　台北の旅行会社が企画した北海道ツアーに参加した
台北や近郊に住む台湾人 18 人が、2 月 15 日に小林酒
造を訪れました。町が 3 年前から台湾で行ってきた特
産品販路拡大の取り組みの中で観光客誘致も行ってお
り、昨年 3 月の小林酒造見学を含めたモニターツアー
を受け今回、初めて通常のツアーに組み込まれました。
台湾人ツアー客は 2 つのグループに分かれて築 119
年の日本家屋である小林家の客間や土蔵見学、北の錦
記念館での日本酒の試飲などを楽しみました。

産品の魅力を発信
北海道ツアーで台湾客が来町特

　大学生の地域定着や大学の魅力向上、地域の活性化
を目的に、学生が地域で活動などを行う「学生地域定
着自治体連携プロジェクト」が、学生地域定着推進広
域連携協議会（道央 8 市町と江別市内 4 大学、経済団
体などで構成）の主催により栗山町内で行われていま
す。今年度は、平成 28 年度からの本格運用に向けた
試行事業として健康づくり推進、子育て支援、イベン
トの 3 分野でボランティア活動を実施。1 月 20 日の
健康づくり推進では、北翔大学の学生 2 人がくりやま
健康マイレージについて集団検診受診者に対する普及
活動に参加しました。また、2 月 3 日の子育て支援で
は子育て支援センターのサロン事業で札幌学院大学の
学生 5 人が託児のサポート、イベントでは 2 月 6 日の
くりやまウインターフェスティバルで札幌学院大学と
北海道情報大学の学生 8 人がクリレンジャーショー出
演や運営の補助をしました。参加した学生は「栗山町
を身近に感じることができた」と話していました。今
後も４大学の学生が、町内でさまざまな活動に参加す
る予定です。

ながる「まち」と「学生」
学生地域定着自治体連携プロジェクトつ

　「ほっと一息♪こころのケア」と題したこころの健
康づくり講座が 1 月 28 日、総合福祉センター「しゃ
るる」で開かれました。千歳市で『かうんせりんぐる
うむ かかし』を主宰する臨床心理士の河岸由里子さん
が講演し、町民約 70 人が参加。河岸さんはストレス
が体に与える影響とその対処方法を解説。また、タッ
ピングタッチと呼ばれるリラクゼーション法を紹介。
参加者は 2 人 1 組となり、お互いに背中や首を指先で
弾ませるように触り、心と体の緊張をほぐしました。

トレスと仲良く
こころの健康づくり講座ス

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索
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く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
有
効

期
間
が
２
年
間
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

お
持
ち
の
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
、
平
成

29
年
３
月
末
ま
で
引
き
続
き
ご
使
用
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
全
て
の

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
な
く
て
も
、
10
ポ
イ
ン

ト
ご
と
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
途
中
で
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
も
可
能
）

　

交
換
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ポ
イ
ン
ト

が
押
し
て
あ
る
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
町
保
健
福

祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
）
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　多くの皆さんに参加の
ご協力をいただき、あり
がとうございました。

　

平
成
27
年
度
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
は
、
北
海
道
知
事
が
予
防
接
種
法
な
ど

に
基
づ
き
、
北
海
道
全
域
に
患
者
が
ほ
と

ん
ど
発
生
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

「
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
」
に
指
定
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
道
民
が
道
外
や
海
外
に
行
き

来
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
蚊
が

人
を
刺
し
た
と
き
に
感
染
し
ま
す
。
人
か

ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
よ
そ

１
０
０
０
人
に
１
人
が
日
本
脳
炎
を
発
症

し
ま
す
。

　

症
状
は
、
高
熱
、
頭
痛
、
嘔お

う
と吐
な
ど
で
、

死
亡
率
は
20
～
40
％
で
す
。
小
児
で
は
、

特
に
重
度
の
障
が
い
を
残
す
こ
と
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
西
日

本
で
の
患
者
数
が
９
割
近
く
占
め
て
お

り
、年
間
10
人
程
度
が
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　

国
で
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
は
、
20

歳
未
満
の
間
、
定
期
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
平
成
23
年
５
月
20
日
か
ら

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
接

種
期
間
・
回
数
な
ど
の
要
件
は
、
対
象
者

の
生
年
月
日
・
過
去
の
予
防
接
種
歴
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
接
種
方
法
】

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
町
で
は
、
優
先
し
て
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
方
（
表
１
の
対
象
者
や
、
特
例
措

置
対
象
者
で
標
準
的
年
齢
に
達
し
て
い

る
方
、
接
種
で
き
る
期
間
が
短
い
対
象

者
）
に
、
３
月
中
に
個
別
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
同
封
し
て
い
る
予
防
接

種
の
受
け
方
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

骨
粗
鬆
症
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
の
方

は
多
い
で
し
ょ
う
。
骨
強
度
が
低
下
し
骨

折
し
や
す
く
な
る
骨
の
病
気
で
、
骨
粗
鬆

症
に
な
る
と
、
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
骨
が

ス
カ
ス
カ
の
状
態
に
な
り
、
骨
が
も
ろ
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
少
し

の
衝
撃
で
も
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
、
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
が
生
命
を
お
び

や
か
す
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
粗

鬆
症
に
よ
る
骨
折
か
ら
、
要
介
護
状
態
に

な
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
状

態
に
な
る
と
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
は

著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

薬
が
治
療
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
、
作
用
に
よ
っ

て
次
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
促
進

し
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
を
増
や
す

薬
＝
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３
製
剤

②
骨
の
形
成
を
促
進
す
る
薬
＝
活
性
型
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
３
製
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
２
製

剤
、
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
（
副
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
）

③
骨
吸
収
を
抑
制
す
る
薬
＝
女
性
ホ
ル
モ

ン
製
剤
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）、ビ
ス
フ
ォ

ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
塩

酸
ラ
ロ
キ
シ
フ
ェ
ン
）、
カ
ル
シ
ト
ニ

ン
製
剤

　

歯
科
治
療
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
の

は
、
③
の
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

で
す
。
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
（
以
下

「
Ｂ
Ｐ
」）
製
剤
に
は
、
骨
粗
鬆
症
に
対
し

て
使
用
さ
れ
る
経
口
薬
と
、
悪
性
腫
瘍
に

伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
や
多
発
性
骨
髄

腫
に
よ
る
骨
病
変
、
乳
が
ん
な
ど
の
溶
血

性
骨
転
移
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
静
注
薬

が
あ
り
、
骨
痛
や
病
的
骨
折
な
ど
の
骨
関

連
事
象
の
予
防
や
治
療
に
臨
床
的
有
用
性

の
高
い
薬
剤
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
特
に
Ｂ
Ｐ
静
注
薬
長
期

使
用
患
者
は
、
抜
歯
な
ど
の
歯
科
治
療
を

契
機
と
し
て
顎が

っ
こ
つ骨
壊え

死し

が
発
症
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｐ
製
剤
に
関
連
し
た
顎
骨
壊
死

は
、
標
準
的
な
歯
科
治
療
に
は
反
応
せ
ず

極
め
て
難
治
性
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も

ち
ま
す
。
発
生
頻
度
は
低
い
も
の
の
、
骨

粗
鬆
症
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
経
口
薬
も

発
症
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
口
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
に
は
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

○
ダ
イ
ド
ロ
ネ
ル
（
エ
チ
ド
ロ
ン
酸
二
ナ

ト
リ
ウ
ム
）

○
フ
ォ
サ
マ
ッ
ク
（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
）

○
ボ
ナ
ロ
ン
（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
）

○
ア
ク
ト
ネ
ル
（
リ
セ
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
水
和
物
）

○
ベ
ネ
ッ
ト
（
リ
セ
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
和
物
）

　

経
口
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
で
の
顎
骨
壊
死
の
発

症
頻
度
は
、
０
・
01
～
０
・
04
％
と
高
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
の
よ
う
に
抜
歯
な

ど
の
処
置
で
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
少
な
く
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
の
投
与
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
抜
歯
な
ど
の
処
置
を
投
与
前
に
行

い
、
そ
の
傷
が
治
っ
て
か
ら
投
与
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
治
療
も
先
に
し
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
投
与
後
は
、
定

期
的
な
歯
科
受
診
を
し
て
口
腔
衛
生
状
態

を
良
好
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
投
与
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
抜

歯
な
ど
の
処
置
以
外
、
通
常
の
歯
科
治
療

は
可
能
で
す
が
、
定
期
的
歯
科
受
診
を
し

て
口
腔
ケ
ア
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

口
腔
衛
生
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
リ
ス

ク
を
低
め
る
の
で
す
。

※
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

○
歯
科
医
に
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
必
ず
知
ら
せ
る
。

○
服
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
薬
剤
名
・
投

薬
期
間
を
知
ら
せ
る
。

○
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
の
処
方
医
の
連
絡
先
を
知

ら
せ
る
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

と
歯
科
治
療
に
つ
い
て

顎
骨
壊
死
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
に
は

骨
粗
鬆
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
？

骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
３
種
類

新
井
　
由

ゆ
か
り

あ
ら
い
歯
科  

院
長

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【問い合わせ】　

　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

日
本
脳
炎
と
は

４月から日本脳炎が定期予防接種に！

表 1　日本脳炎の定期予防接種対象者（日本脳炎発症者を除く）

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種

参加申し込みは、
３月 31 日㈭で終了します！

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

お
知
ら
せ
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対象者 標準的な
接種期間 回数 間隔

1 期
生後 6 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月

3 歳以上 4 歳に
達するまで 2 回 6~28 日

1 期追加
生後 6 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月

4 歳以上 5 歳に
達するまで 1 回 1 期 2 回接種終了後

おおむね 1 年を経過した時期

2 期
9 歳以上 13 歳未満

9 歳以上 10 歳に
達するまで 1 回

トマトジュース

チャレンジ
365

栗山町＆

東京医科歯科大学

協働プロジェクト



　

今
日
は
楽
し
か
っ
た
？

　

学
校
生
活
は
先
生
や
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
面
が

増
え
ま
す
か
ら
、
自
分
の
思
い
や
気
持
ち

を
言
え
る
力
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
子
ど
も
と
語
ら
う
時
間
は
あ
り

ま
す
か
。
食
事
の
と
き
に
で
も
「
今
日
一

番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
？
」
な
ど
、
話

す
・
聞
く
力
を
育
て
る
時
間
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

 

「
学
校
が
イ
ヤ
」の
と
き

　

子
ど
も
が「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」と

言
っ
た
ら
、
親
は
慌
て
ず
、
ま
ず
は
自
分

の
気
持
ち
を
話
せ
た
こ
と
を
受
け
止
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
へ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
、
ど
う
し
て
か
な
？
何
か
あ
っ
た
の
か

な
？
と
、
言
葉
に
隠
さ
れ
た
原
因
や
背
景

を
探
る
努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
先
生
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

誰
だ
っ
て
褒
め
ら
れ
た
い

　
「
最
近
、
自
分
の
子
ど
も
を
褒
め
て
あ

げ
ま
し
た
か
？
」の
問
い
に「
怒
る
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
、
褒
め
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
」と
答
え
る
マ
マ
が
ほ
と
ん
ど
。

　
「
上
手
だ
っ
た
よ
」「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

な
ど
子
ど
も
は
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

認
め
て
も
ら
え
た
う
れ
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
大
人
の
私
た
ち
で
も
自
分
の
こ
と
を

わ
か
っ
て
く
れ
る
人
、
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
は
好
き
で
す
よ
ね
。

　

子
ど
も
も
同
じ
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
た
子
ど
も

の
心
は
安
定
し
て
、
ま
た
褒
め
て
も
ら
お

う
、認
め
て
も
ら
お
う
と
頑
張
る
の
で
す
。

大
い
に
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子ども子育て心の相談室
電話番号が変わります

　子ども子育て心の相談室ではお子さん
自身から、保護者から、さまざまな相談
を受けています。4 月から電話番号が変わ
りますのでお知らせします。

☎ 72-1280
（子育て支援センター内）

－問い合わせ－
町子育て支援センター

☎ 72- 1280　FAX 72-1320

ま ち の ひ ろ ば

電力小売り全面自由化
便乗商法にご注意！

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

牛田克彦氏版画作品展
『版画にみるふるさとの昔の暮らし』

　昔の生活の様子や子どもの遊び、

農業や交通などの版画作品展です。

ぜひご来場ください。

期間／ 3 月 2 日㈬～ 23 日㈬

春待ちゆっくり市
　特選お肉・果物・海の幸・ギフト

カードなど豪華な景品盛りだくさん

のビンゴ大会を開催します。他にも

楽しいイベントを企画中。ご家族お

揃いで遊びに来てください。

日時／ 3 月 25 日㈮　18：00 ～

大好評！手打ちそば
※限定30食

日時／毎週金曜日　11：00 ～
　

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展

示会などでのご利用をお待ちしてい

ます。まずはご相談ください！ 

【国民生活センター相談事例】
　「2016 年 4 月に電力料金が自由化にな
る。その前に太陽光発電システムを設置
し、電気を売買すれば儲かる」と電話があり、自宅で業者の説
明を受けた。設置料金は 200 万円ほどで、ローンを組むと月々
1 万円の支払いという。しかし、説明通りの売買金額が約束さ
れているわけでもなく、年金暮らしの自分がローンを抱えるこ
とにも不安になった。

・電力の自由化を口実にして、太陽光発電システムやプロパン
ガス、蓄電池の勧誘が行われています。
・契約をする際は、国の登録を受けた「小売電気事業者」かの
確認や契約内容、期間など、違約金などの確認もする必要が
あります。何社かを比べて購入先を選びましょう。

■アドバイス

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.96

栗山公園
だより

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント３月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

親子関わりのポイント

　春は出会いと別れの季節。初めてのお子さんが卒業・入学
の節目を迎える方にとっては、その感動もひとしおです。
　しかし、新しい環境になじめるか、友だちができるかなど
新たな心配が増えるのもこの時期。新 1 年生になる子どもが、
安心して新生活を送ることができるよう、関わりのポイント
を紹介します。

シカ は神の使い！？
知ってる？
公園動物
豆知識

新 1 年生になる前に…新 1 年生になる前に…新 1 年生になる前に…

　

町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
子
育

て
中
の
親
子
を
思
い
や
り
、
そ
の
気
持

ち
を
行
動
で
表
す
こ
と
を
宣
言
す
る
取

り
組
み
「
子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
栗
山
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
「
ま
ち
と
い
う
名
の
家

族
・
子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち
」

を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

注目！

　世界遺産でもある奈良の春日大
社では、鹿は古くから「神の使い」
とされています。
　768 年、都の災いを鎮めるため
に、鹿島神宮の神様が、白いシカ
に乗って奈良の春日にやってきた
という伝説があります。これによ
り、平安貴族はシカを「神の使い」
と信じ、シカを見かけるとおじぎ
をするようになったそうです。

　なかよし動物園にもエゾシカの「たいし」がいます。
　春になったら、皆さんもたいしにおじぎをしてみませんか？

たいし（♂）

みんなで参加しよう！
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